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[122J l長;f1z*問題研究(第 170号・ 2008年6月)

地域づくり活動における人的資源特性と継続的参加要因の分析

一女性の活動者を中心として一

1. はじめに

人口減少と高齢化が進み，社会活力のさらなる衰

退が懸念される過疎地域での地域づくり活動は，生

活環境を保全し，集落を維持するといった根元的な

生活課題に結びついている. }也域の活力を向上させ

る方途として，長谷山[l]は，高齢者・女性の参

画!と役員の低年齢化の有効性を提唱し筆者もまた

地縁集団における女性の持続的な貢献能力の可能性

を示した 坂本は，

団と機能集iヨjの連携の鍵となる人材であること，ま

年齢

家紋檎成

福悶 恵子(美作大学生活科学部)

佐藤豊信(岡山大学農学部)

駄白井久(岡山大学農学部)

表 1. 調室対象の属性

l号ぞ1: 度数 % 

20 ~ 30 fl:: 8 10.8 

40 ~ 50代 38 51.4 

60代以上 28 37.8 

単身・夫婦のみ 29 39.2 

2~ 31止代(子ども無) 25 33.8 

2~3 世代(子ども右) 20 27.0 

'lj~勤(自慢業含む) 22 29.7 

ノfートタイム(民主主含む) 23 31.1 

た，高齢女性:の労働貢献の一方で池域の意思決定機 職業 専業ヨミ高rl 14 18.9 

会への関与に乏しい実態を切らかにしている.女性

が地域づくりにおけるお為な存在であることは経験

論的には知られているものの，その具体的な主体的

特性を分析・把握し，活動の継続性や発展i生の観点

から検討された研究は未だ希薄である

本研究では， IJIJi械の成果と課題 1)をふまえ，女性

の能力意識を中心とした人的資源特性と活動スタイ

ルを明確に捉える さらに，継続的な参加を;規定す

定年;Wf故 (1!~り隙) 6 8.1 

その他 12.2 

メIゴミ、三~I 74 100.0 

注 1) I子Aども J.高校生までの同居しているこ子どもを

指す

2) 段業をパートタイムと同様の夜分にしているの

は， 1没業主ピオミ業としていないI!Ug:が大半を占める
実状による.

る要因および活動の発展との課題についても明らか なお，比較対照とした男性活動者は，間対象組織に

にする. 属する 128名である.調査の実施にあたっては，各

団体の会合に参加して説明を加えながら当該活動に

2. 調査の概要 関する部答を求めため.

(1)対象地域 (3)調査時期 2005 年 5 月~ 8)j 

対象地域は，岡山県津山市を中心とした地域であ (4)調査内容およびデータイヒの手続き(表 2)

る.詳細については前報を参照されたい. 属性，活動状況，地域づくりに対する能力意識，

(2)対象組織および被調査者の属性(表1) 誘凶効用について調査を行った 下位項目および評

つやま NPO支媛センター登録団体のうち，地域 定方法については，表2を参照されたい.以 Fは，

づくりを活動段的に掲げている 21団体，県・市の 本論における照諮とデータ化の手続きである.

町並み保存地区に指定され， 1989年より町並みを ・リーダー・理事あるいは幹部役員の経験者

活かした観光イベントに取り組んでいる 1自治会， ・社会的活動スキル:今日の住民主導の地域社会運

集落営農や農産物加工等に取り組んでいる営段組織 営に必要と考えられる概念社会的スキル，パース

等3団体おおよび特定農業法人 I団体めを対象とし ベクティブ・テーキング (PT)，エンパワーメント，

た.被調査者[女性 74名]の属性を表 1に示すり シティズンシップーをもとに指襟(17項目)を作

(122) 
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表2 アンケート誤査項自とそのカテゴ1)ー

3カテゴリー (20~ 30代， 40 ~ 50代， 60代以上)

家族構成 14カテゴリー(単身，夫婦のみ， 2佐代， 3ill:代)

属性 |高校生までの子どもの制限 12カテコリー(いない，いる)

絞議 17カテコワー(常勤雇用労働綴， 自営業，E主主主， パ-rタイムi議，王子言語主婦，定年i選終(然絞)，

活動年数

リーダー絞験

突僚の活動1I寺間数/月

その他)

3設備評定 (5年未満， 5~ 9王手， 10年以上)

経5主役機(壊")i:，幹部役員，部会長，運営委ft事務局)*ザ-5'一。理事・幹部役只とする
(活動回数/月) x (活動i時間数/I豆)

活動持lH] ~:W :夜間・笠間・土C114j段階評定(活動できない，やや殴貫主である，やや可能である，可能である)
z活動経費・報機に|おする窓ii;¥X 11項呂選択 〆活動経Zをも多少であれば自己負担でもヰわない:無償/綬校自己主¥i旦:

活動1Xiえ $ 

行政関Jm委員経験 12カテゴザー(なし，あり)
eleI援t学習参加状況 IC参加学習数)

地域内活動数，地域外活動数 1

'

所klU'!l級数j

JmJ或づくり

に対する

fii力沿':~殺

社会的活動スキルJ~:議

自己効力感

活動への期待感

積極性
的弱j芯;欲 1:

ごt体性

参加を動機づlずる話回必ljJ'lJ

[コンジョイント分析夜f'IJ

[17項臼 5段階詳主主;因子分析/史民子法， Promax I豆!松，晃被寄与ネ65.5%

圏第1関子 lili!fyJの送行・評fllfi;: [7項尽J;1;f!題解決，活動後空LITi，!i報交燃がl治・約l;tj，rgj 

足立分析，情報収集， 1官J1拐犯握

閣議3豆凶子了パースベクティブ・テーキングJ: Jjj岱〉容鋭的視点、，多様な{自i値鋭への波書t

圏第III因子?議室統的な参加・交流J: [3 Jjj日)継続性， 自B!m示，交流・波紋

圏第lVl潟子「仲間づくりJ: [3項目]京後七t仲間入り， {，自若手配!怒
圏第VI，臼子 fトフブル・ストンλ処理:[2 rti尽;然防圧力対応， Iラブル処Jlj!

[7 Jjj日段階評定)関子分析/主図子法， Promax I狂i松，M¥般怒号ヰ;55.3% 

圏第 11夏子[災務誌ii:tj: [5項目]災ifお$:(，役11:京総会，課題訪ね，国難挑戦，活動鎖j主

圏第IIt双子「遂行努力J: [2 Jj'WJ完了努力，忍総努力

lJj岱段階ii'r定]悶子分析/11茂子主bi臼 (α 係数0.81) タ7JjWの合計紛糾lj

(次世代の定沼状況吟産業・経済状況，地域の人々の協力や参加状況， 自然ぷJJ)'，数育環境，人

if;・まとまりのよさ，文化の伝!K)

5 j段階評定「経験・空fI滋・技伎など自分のもてる力を駁綴((jiこj話かしたい-

5i段階評定「義務感やっきあいからでなく，主体的に参加しているJ

5属性 ①i'l'ilリとの迷子ii'ri'I'1前とユりを合わせて取り議lむ楽しさや充災践が味わえるJ
③社会的1aヨl:-社会的な信用や人惑を得ることができる l
③J也i車工I出kr地域社会に多i習しまtiiikずることができる」
③報商社(家燦多少の報繍ザぷ産の保持が見込めるj

③J1.ll~恨の実現{自分の理想とする J[x り #nみを行うことで精神的な満足が傍られる」

2水準 (活動によって得られる，活動しても得られない〉

成した 5つのスキル因子1.遂行・評価Ii，II との連帯，社会的信望の獲得，地域貢献，報酬の獲

PT， m.継続的な参加・交流，N. 仲間づくり， V 得，理想、の実現ーを設定した.各効用の誘因として

トラブル・ストレス処理 から構成されている. の強さを測定するため， コンジョイント分析を実総

・8己効力感:ある課題を自らの力でうまく処:flHで した 分析におけるデータ収集方法は全概念法， iH日

きるといった自信に近い信念.成田らによる 定スケーノレは順位法を採用した (5属性， 2水機)• 

尺度にもとづき，活動?こ関する測定指標 (7項目) 調査票は直交計画によって作成し処理にはSPSS

を作成した.構成問子は，1.責務詰魚効力感， II. for WindowsのConjointオフ。ションを用いた.

遂行努力効力惑の2因子である

・誘因効用:参加を動機づける誘因となる活動効用 3. 分析の枠組み

効用の種類について比 5つの活動効用品]-f'中期 本研究は， 3つの分析から構成されている.

(123) 
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[分析1]池域づくりにおける女性の主体的特性の

把握:女性の地域づくりに対する能力意識社会的

活動スキル意識，自己効力感 および活動意欲に関

する:尚一性について，男性との比較， リーダーとフォ

ロワーの比較から把握する.

{分析 2]女性活動者の類型化と関連要閣の分析.

活動実績や能力意識をもとに女性活動者の類型化を

試み(クラスタ分析)，各類型の生活環境，能力意識，

参加!誘因，行動特性について把握する クラスタ分

析に供する変数は， 9変数 活動年数， ワーダー経

験，活動時間数，活動時間形3変数(夜間，昼間，

二|二1=1)，活動経費・報酬に関する意識， 自己効力感2

変数 (i"L務請負，遂行努力) である.

[分析 3]活動の継続を規定する要因の分析:活動

年数を従属変数，①生活環境(家族構成，高校生ま

での子どもの省11IJ" 就タ労~状況)入， ②活豆動b状訪況;1.(οt紅活r百i殴動j 
11時Ji時、寺r.1向L討均制nψ山]子汗，千枇;日;

的j活舌動スキル， 自己効力感)，③誘[及効用を独立変

数としてID:1i1ド焔分析を行い，活動の継続にかかわる

!Jl!1;J;jについて明らかにする.

4. 地域づくりにおける女性の人的資源特性

(1)活動窓欲(主体性・穣極性)に関する特性(函1)

関 1は，男性と女性(活動年数 :5年未満 5年

以 i二)の活動に対する主体性・約機性について比較

したものである.主体制:・積極性ともに性差，およ

び活動年数による変化は認めらないヅjで¥参加の

きっかけは主体的ではなくても，活動するなかでも日

鋭的に力を発揮するケースが約 111m潜在することが

示唆されている.

(2)地域づくりに対する能力意識特性(図 2)

|蕩 2は，男性と女性のりーダーおよびフォロワー

の能力認識を比較したものである.

全般的に， þ" '~l二は男性よりも他の間体や人々との

交流や連携に心がけ，自分の気持ちゃ考えをうまく

表現しつつ(継続的な参加・交流スキノレ)，最後ま

で尽力し努力する15;識(遂行努力効力感)が;%い傾

舟にある 6) 他方，ストレスに弱く (トラブノレ・ス

トレス処理f!スキル :pく.01)，支径のある役織や謀

、に対しては自信がなく(責務請負効力

感 :pく.01)，活動成果をとりたてて重視しない(活

動への期待感、 :pく.01)といった特性をもっている.

次に，女性のリー夕、一(L)とフォロワー (F)

(24) 

(ち色)

100 

66，9 64.7 
「一句"

60 

76，5 

20 

。
男性 女性 (5年未完詩) 女性 (5年以上)

図工積極的活動者および主体的活動者の割合[性別〕

0.50 

0.40 

0.30 

刊m0.20 
5主 0.10
主主 0.00 
トト 0.10 
悶 -0.20

』む30

スキルI活劾の遂行詳{菌
λキルn:Jピースヘヲティプテ…キンゲ
λキルE 綴綴的な著書力2・交流
λキルN 仲間づくり

-0.40 ~ Ik司泡J
スキルV トラプjレーストレλ処理
効力感 I資務務負
効力怒E 王室行努力

叩0.50

関2.地域づくりに対する能力意識

[性別， リーダー・フォロウ…見守]

阪を比較すると，特に， r活動の遂行・評仙iJ(pく.05)，
f継絞的な参加・交流J(pく.05)および rI当己効力感j
(pく.01) に有誌な援が認められた. このことから，

①問題意識をもって談山岳を請け負い解決する力，②

継続的に尽力・努力する意識の高さが，女性リーダー

の特性といえる

5. 女性の活動類型と活動時間帯にみる主体的特性

(1)女性の活動類型とその特徴(表 3)

クラスタ分析の結果， 4つの類型が見いだされた.

9ll'iiRU I [32.4%Jは，常勤就労者 (5;lW)，高校生
までの二子どもをもっている割合の高いは割)，壮年

!??jを中心としたクラスタである. 15 "1三米ií:~~ の活動

者の市める割合が高い点ィ支!日]Jを"1=1心として週 l

~2 回活動乃しその主将武に対する見返り」を望

む割合も 4類型!今で最も京Jい (3割)といった特徴

をもっ. リーダー経験者は3fJ~ìこすぎないが，能力

意識はリーダ一層である類型Nに次いで高く，特に，

ri舌動の遂行・詳{[lfijスキノしや「責務の議負」に関す

る自己効力感，客観的なものの見方や考え方 (IPTJ)

といった活動の発展性を担う能力と地域貢献意識を
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もった紫の高いクラスタといえ， リーダーの担い手 イム就労者が7割を占めることから， f夜Jと「土日J

として期待できる 8) しかし，主体性がさほど高く を中心にnに2[[j]程度活動しているが池j或に対
ない点が，活動の継続に不安定要素を抱えており， する無償の貢献意識j引にもとづく参加jUといえる.

活動年数とともに類型比率は減じる傾向にある. しかし能力意識意欲ともに4類型中で最も低い

類型II[25，7%Jは，比較的家族;規模の大きいtl: フォロワ _}~lである目

Ocj三~高齢層の多いクラスタである 常勤・パートタ 類型盗 [29，7%Jは，家族民の少ない高齢層を斗

表3.女性の活動類型とその特徴

[生活環境・活動状況・能力意識・誘鴎効用〕

活動にかかわ/~，i'{i 1t t判
五ri!~~ 1 ;1N21z 1111191 1 r定Nij2?j2m21 JSPv~N 

[出之9-1

20司王)i~ 16.7 1:1.8 。 1l.l 
10 引li~ 70.8 -17.-1 :'::6.-1 H..) 

60代以 l :'36.8 日う品 ).1..) 

単身・j、対のゐ :i:Li 21.1 55.6 

，，，，'1 '~h-Ui!jJR 2-13111:1に(fども無) 三子J.2 52.6 22.8 13:3.:3 

2-<i!U:f¥::( rどもむ) :ii.5 山1.:3

治効( 15お 36.8 9.1 ワM ワ】リ} 

パートタイム(t~1主命む) 12.5 :36芯 :)-1.5 1l.l 
i践活
W"kl対 1G.I :1.3 22.7 !-l..) 

ii!'I'.)g11識は戦) l:U 1U.S 1.2 11.1 

51!主治 4S.8 。

"号柑U'['数 ;'i-9W A よ，7ゐD 15.8 27.:3 払

1011'.1)、 l 16.7 57.8 59.1 66.7 

!リーダー絞殺 :{~3 10.5 .lO.9 10(1 

活動的!lrJ数(l1!il::V)J) 1:iA 5.:3 1.‘ヲ 16.'1 
ili少);:1たi5t
(%) 夜間 81l.lj 78.9 22.7 10(1 
iliif:IJH.!jlllJ，m 

tt':lIll StU 57.9 100 l刷)
(riJiig占)

1-.11 41.7 7:1.7 68.2 l印)

活動絞i'i'f旬、江絞'1'11:1己負担じ 29.2 47..1 22.7 22.2 

報網;こi対す 削除〔経t~組織!，! jll.- 11.7 42.1 59.1 77.8 
るぷ イitrtC{:U燃や慰労必115J 29.2 10.5 1B.2 。

I活動の議行・，，'1'Ii1ii O.1l 0.6-1 りお O.6S 

n，パースベクチ fブ，
OA2 一~OÆ) 0.1;1 。 l~)

テーキング

，1会的J吊!.Eb
百I縦続的な参加・交流 0.18 OA() 0.1.) o.s.) 

スキノ(....'むぷ
IV 仲間jづくり 。併今

ザο:l9 (I.o:l 0..11 

V トラフノし・

i主}J心、以 i スjレス処Fi! 0.15 イ).29 イ).21 0.12 

I.J!r務，;N:Ct 0.22 1.05 ベU9 1.18 
i'1lミ効-}jl，主

E 遂行努)J 。17 0.08 イ).18 0.59 

ili動へのJUI待感 。(1.) 一札()6 日0.69 ベ1.25

tW1'! 0.01 イ1..18 。11 1J.72 
活動人

訴以i'I OA2 -().6:l 

Nqmとむ述イg. :l:3.7 主).6 12.2 :l8.:3 

参加を動機づける 相会((Jf，守{ 15.3 9.5 10.R ;).:-:. 

ヨ射u!ll J也Mfui立 21.2 223 1:'3.:1 18.9 
相対的!fl立gJ主(%)]

総長話(:ぷ法) 11..) 18.6 1:'3.1 7.1 

心としたクラスタであり如上司の活動を好まず「昼

間」を中心に長期 10)にわたって活動している f総

織の経費負担や貢紙に対する見返り j等への意識の

高い， リーダー・フォロワーが混在したクラスタで

ある. しかし，能力意識においては，責務を詩け負

う意識や最後まで尽力・努力する効力感に乏しく，

活動にや;1ら期待を寄せない， r {'1'II:JとのJili;jt行」を参
加l誘時にもつ類型である.

類型N [12，2%Jは，

無職者三ど中心とした貯であり，主として子育てを終

えた小規模な家族様成にある 全員が5王子以 i二の活

動キャリアをもっリーダ-11'うである 間帯」を

問わず活動し，活動額皮も[~-れ、 (~2 1"]程度).活

動に対する能力;む:識は非常にiおしな欲的である

参加は，社会的信望や報酬!といった私益によって動

機づけられておらず 11) Dm;f，f!の実現Jが特徴的な

誘因である.しかし活動への期待感が低いことか

ら，参加動機が充足されていない実状が示唆されて

L 、る.

以上を活動Jj寺!日j恨の視点からみると，?呉羽 Iは主

として「夜間JJ，:JJf1IM立は「伐|尚と二卜jこ/j，類型IIIは

類型Nは制約のないクラスタとして類目立さ

れている.類型 Iと日は，共に就労者の多いクラス

タでありながら土日の活動状況に迷いがみられ，ま

た類型取は寺間的・家族的な制約の少ないクラス

タにもかかわらず夜間の活動は好まれていない そ

こで次に， これらの活動時間帯fからみえる主体的な

特性について把媛する.

(2)活動時間帯にみる主体的特性(表的

表4は，活動Jj寺山H日'と生活環境・参加誘|尽との関

連を示したものである

7夜間」の活動への参加は，生活環境との関連は

みられず，地域貢献意識のiEjい者が参加していると

解される.

「昼間」の活動については，イt;cJi:J二の制約および
注家族織成子ども」とは，高校生までの向居している子 子どもや家族の影響の少ない小規模家庭の年配者の

どもを四球する 参加が多く，地域貢献よりもむしろ仲間lづくりを呂

盟主!の実現 18.:3 18.9 京).5 主)，2
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表 4.活動時間帯と生活環境・誘因効用との関連〔相関係数〕

活動時間帝
関連要因 続完号

昼間 夜防j 土日

職業 0.55'専務 0.24本 1.常勤職 2パート職 3無職

子どもの有無 -0.33ホ手 0.31判 1.高校生までの子どもいない 2いる
生活環境

家族構成 0.33移場 0.29" 1.単身 2田夫婦のみ 3.2世代 4. 3世:代以上

年齢 0.35帥 0.32結論 1. 20 ~ 30代 2.40 ~ 50代 3.60代tJ、上

{/1'
問との連，f持 0.27' 

社会的信望 0.28
￥ 

誘i及効月1 地域貢献 0.23
今

0.25' 

報酬(家政) …0.37
材

理1L1の実現 0.33'
字

十iニ有怠伎の認められた噴尽のみ表記事p<0.05，"p<O.Ol，山p<O.OOl

的としている傾向がうかがえる.

日二 EIJの活動については，生活環境の影響は昼

間と同様で、あるものの，参加目的に違いがみられ，

報酬や社会的信望を得るといった私益ではなく，自

らの理想とする取り組みを行うことへの精:tl/'的な充

足感を主祝していると考えられる.

したがって，類現 Iの特性は，地域貢献怠識の高

さにあり，二七!こ!の活動については，常勤就労者や子

どものいる活動者が多いことから，仕事や家庭に況

lむして活動を控えていると推祭される また類型監

は，地域貢献よりも明らかに{/11/日!づくりを目的とし

て活動に参加していることが，その行動特性から明

確となった

6. 女性の活動継続要因の分析と課題(表 5)

表 5 に，分析 3 の~キ組みにもとづく活動の継続を

規定する要因を示した 類型Nは，切らかな継続J~í

であることから，分析対象を類型 I• II • mとした
額型 Ii土， 5年未満の活動者で半数がI主められ，

活動年数とともに当該活動者は切らかに減じる傾向

にある 分析結果より，活動の継続は，類型 Iに特

徴的な生活環境一常勤就労者や子どもをもっ活動者

が多いーの影響よりも，むしろ活動における rJtl!，域
貢献」意識の高さや「仲持づくりjスキル(集聞に

なじみ，他者を配慮しつつ自らの考えや意見をうま

く伝えるスキル)の獲得意識にかかわっている.ま

た，活動年数が長いほど有志、に「責務請負J効力感

が低下しており，女性の一般的な特性で、ある責任の
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ある役職や課題を請け負う意思、の低いまfが活動を継

続している傾向も示唆されている. したがって，類

型 Iの活動の継続に対しては，①活動を通じた地域

貢献への実感の享受，②仲間づくりに関する組織的

なサポート，③能力;官識に見合った無理のない役割

の充当が，有効な要件としてあげられよう.

類型ロは，能力意識・活動意欲ともに乏しいフォ

ロワ一層である.生活環境(とりわけ就労状況)と

継続性との関連は認められず，長期活動者の割合も

おいことから，地縁にもとづく義務的・形式的な参

加胞と考えられる. この綴塑は無償の貢献意識を特

表 5.活動の総統性に関する影響要因

〔璽回帰分析結果〕

生h:iL変数 類'!1M! 類型H 綴選]j[

ヨ二j吾B;-V1l 家族構成 0.208 0.171 一0.271"

活動状況
主主!日!の活動 0.069 -0問問I0.161 
二七日の活動 0.118 0.081 -0.247 

能力怒識
災務翁fl効力感 -0.301

母

0.211 -0.073 

仲間づくりスキル 0.436
地与

0.139 0.550'" 

社会的f二gl 0.130 -0.222 0.164 

;tt図効)司
地域J:¥i紋 0.345

吻

0.012 I -0.0，，0 
$Il商11 0.029 0.421

拘

0.20" 

理恕の2定攻 -0.146 -0.144 0.268' 

決定係数 R2 0.501 0.612 0.611 

注 1)独立変数撚!の数値:1僚準備}回帰係数 R2.決定係
数

2) 有~:Mミの認められた項目のみ表記.本pく0.05 ，
料

p<O.Ol，…p<O.OOl
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徴にもつが，活動年数の長い者ほど「幸員酬」への意

識が高くなっている.昼間への参加が不可能で、ある

傾向は， 10 年以上の活動キャリアをもっ者の 9訓

が就労していることによる したがって，地縁組織

における女性フォロワーについては，①活動への貢

献に対する報謝liや慰労等の見返り，②王子 1=1の昼間に

活動を設定しないことが継続的な参加を促す要件と

してあげらnる
類~~M漉は，家族規模の小さい壮年~高齢層で構

成される継続性のi:，?jい活動者間である.継続性に

11:1する影響要因としては， r十l'間づくり jスキル意
識の尚さとライフステージの進行に伴う f家族民

の減少」であるで，活動の継続とともに，

活動に対する I~I 的意識が希薄化している傾向もう

かがえ，活動成果を重視しないといった女性の一

般的な活動特性を示している.継続に閲しては，

組担 Iと|可様に仲間づくりに関する組織的なサ

ポートがお効と考えられる

7. おわりに

本研究の I~I 的は，地域づくりにおける女性の能力

立識や行動にかかわる人的資源特性を把援し活動

の継続を競定する要国と諜Jwを明らかにすることに
あった，

その結果，女性は，①コミュニケーション能力や

②活動に尽力する意識が高い-fjで，③ストレスに

弱く，③ょ主ある役職や課題を請け負う '~l 信に乏し

く，⑤活動の成果を重視しないといった5つの一般

的な特性傾向が見いだされた.そして，活動の継続

に伴って，立務・役職・困灘な課題を回避する傾向，

j市助成果を意識しない傾向が強くなる，あるいはそ

のような主体的特性を有する者の継続伎がl~tDいこと

も示唆された. これらは，女性のもつ人的資源特性

には，活動の遂行，展望や発践にかかわる資質的な

ることを指摘している

活動の活性化においては，活動者の“継続的な参

JJII" と“活動の発展性"に関する課題を重!出向に捉

え，前者の基盤iねな~件を整えつつ，後者の資質や

向ときど到る方策が必要である まず，継続的

な参加1のための基盤的!Jti{LIごとしては，①状況や能力

芯:識に応じた適材適所への配慮，②貢献に対する評

Ilnし③件1M]づくり一仲間とともに活動する楽しさが

感じられる集団としての一体感 に関する配慮が有
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表6.責務請負効力感に関連した要国訪日関係数〕

関連安 ItI

l険業

生活環境|子とーもの有無

家族構成

1.活動の遂行・評価 0.522等移与

II.パースベクティブ・テーキング I0.275結
社会的活動IrfY ...... U，{doo.I.I-J.. J..A .I..~ :;:'IIII.継続的な参加・交流 I 0.244' 
スキノレ，8，、.r.~I~' "，~.'~~H~_YN" 

N.十I'IM]づくり
i V.トラブノレ・ストレス処法!

iリーダー経験
l行政問1li委良経験

社会的 i 
I~色沼:とお雪への参加1

活動状況 i
地域内活動数

地i或外活動数

il:才i!む伎の認められた容をおのみ表記
移p<0.05，判p<O.Ol，'''p<O.OOl 

究bな;方策であることが明らかとなった.

0.276令

O.29T 

0.371件

0.431'" 

後手?の活動の発展性にかかわる資質や立識の向上

は， いわば前者の適材適所?こ良子変化をもたらすJj策

ともいえるが，表6な参!ねされたい. これは，

の請け負い意識と社会的活動スキル・社会的活動状

況・生活環境との関連を示したものである.責任あ

る役職や課題を請け負う意識は，切らかに社会的活

動同封する諸々のスキル獲得意識とIYJ迎しており，

①行政の主催する委員会や②<1二液学習の機会，③ボ

ランタリーアソシエーションへの参加など，社会的

な活動状況とも関述している.つまり， これらの社

会的活動は資箆や13:識の向上を図る有効な方策とも

考えられる.

以上から鑑みて，坂本の指織する

の「労働提供」と?な思決定機会への積極的関与の

機会の乏しさ j は，女性の主体的な4'~'N:を象徴した

といえる.その反而，活動の活性化においては，

そのような立授を伴った意思決定の機会への参加絞

験が，資質の向上につながる有効なJj途ともなって

いる. よって，女性を活かした活性化においては，

その主体的特性に内在する意識上の悪循環に対し

て，立国的に好変化を起こすことも一つの必要な方

策と考える

く!開設。

本研究を進めるにあたって，yilt山農業改良普及セ
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ンター， (有)紫竹カントリー，久米南町北庄西集落，

掘坂営農組合，手づくり加工研究会，津山城東地区

自治会，つやま NPO支援センターおよび登録団体

の皆様から多大なご支援とご協力を賜った 記して

感謝の意を表する.

ii 1)文献 [2Jにおいては，地域づくり活動者の能力怠

識に関する“組織特性"一市民組織(ボランタリー

アソシエーション)， j也縁組織ーと“生附会特性"に

ついて切らかにした 性差があることも切らかと

なったが，よミ体的な特性の把握については今後の

課題として残された

2) トjt山普及指導センターの協力さと得て， ijtLlI周辺地

域において従来から集落活動の活発な*1容や組織
を対象とした.兵体的には，中illlHJ地域等i斑後支

払jj;lj)廷に取り総む営j兵組織(構成j史家43)ゴ)，法

人イヒ予定の営j;主総合 (88戸)，女性さと中心とした

炭産物加工・販売研究会である.

3) 199:3年設な， 1995年に法人化会戸参加型(13

Etk家)集務Jl~J易型集務?三段組織 米・大TI.・小麦

の共同松橋と一括販売の{也， EH11立ぇ・ 1m消づくり

など治資者との交流活動の'yミjjI!i経験をもっ.

4) 被調査者のザンプノレ数については， 1-分に一般化

できる数ではないため，できる限り統計上の有芯、

伎の検討を行った.

5) 一郎の団体については，会長へ組胃および[IT[答方

法を2Jl前に説明し，会合等を活用して@答・回収

しtc.

6) t検定による男女IIJJの有意義は認められない

7) 1 [引の会合は通常211対日jであることから，ひとPJあ

たりの活動回数=活動向!日j数/2として算出した

8) この類型 Iでは，i~動:fT~数が長いほど Y -!l'-絞

験者率はi句くなっている. 5年未満 9.1%， 5 ~ 9 
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年44.4%， 10年以上75%.

9) 半数が，活動経質を自己負担してもよいと考えて

おり，参加誘悶も地域への貢献を重視している.

10) 約 n~が 5 年以上の活動キャリアをもっ.

11) 災献に対する見返り守cも意識されていない.
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